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呼吸器感 染症におけるT-2588の 臨床的検討
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広範囲 な抗菌 スベ クトルを有す るセフェム系の経 口抗生剤T-2588の 呼吸器感染症におけ る有効

性 と安全性を検討 した。

対象症例24例 の内訳 は肺炎4例,急 性気管支炎8例,基 礎疾患を伴った気管支炎12例 である。

臨床効果 は著効1例,有 効16例,や や有効4例,無 効3例 で有効率(有 効 以上)が70.8%で

あった。

カプセル投与12例 および錠剤投与12例 の有効率はそれ ぞれ66.7%,75%で あ った。

副作用 は1例 も認め られ なか った。

臨床検査値異常 と して1例 に好酸球増多,1例 にGOT,LDHの 上昇,1例 にGPTの 上昇およ

び1例 に血 色素量 の減少が認め られたが,こ れ らの変動はいずれ も軽度な ものであった。

以上検討 したT-2588は 広範 囲の抗菌スペ ク トル と高い安全性 をそ なえた薬剤であ り,有 用性の

高 い経 口抗生剤 であ ると考え られ る。

T-2588は 富 山化 学 工 業(株)綜 合 研 究 所 に よっ て開 発

さ れた 新 しい セ ブェ ム系 の経 口抗 生 物 質 で あ る。 本 剤 は

S.pneumoniae, E.coli, K.pneumoniae, H.influenzae

な どの 他,従 来 の経 ロセ フェ ム系 抗 生 物 質 に対 して感 受

性 の低 いCitrobacter, Enterobacter, Indolc(+)

Proteus, Serratiaに 対 して も強 い抗 菌 力 を 有 す る抗 菌

ス ペ ク トル の 広 い抗 生 物 質 で あ り,各 種 細 菌 産 生 の β-

lactamaseに 対 して も強 い 抵 抗性 を示 す1)。

今 回著 者 らは,呼 吸 器 感 染 症 に対 す る本 剤 の 有 効性 と

安 全 性を 検 討 す る 機 会 を得 た の で,そ の 結 果 を 報 告す

る。

I. 対 象 と 方 法

昭和59年7月 よ り昭 和60年5月 ま で,表 記6施 設

にお いて,呼 吸器 感 染症24例 に本 剤 を使 用 した 。感 染

症 疾 患 名 は 肺 炎4例,気 管 支 炎20例 であ り,気 管 支 炎

の内12例 に基礎疾患が認め られた。基礎疾患の内訳は

慢性気管支炎が4例,気 管支拡張症が2例 気管支喘息

が1例,肺 気腫 が2例,陳 旧性肺結 核症が1例,気 管支

拡張症 と陳旧性肺結核症 の合併 が1例 お よび塵肺症 と陳

旧性肺結核症の合併例 が1例 であ った。

なお,24例 中12例 が カプセル,12例 が錠剤投与で;

あ り,カ プセル投与例 の疾患は肺炎が2例,急 性気管支

炎が3例,基 礎疾患 を伴 った気管支 炎が7例 であ り,錠

剤投与例 の疾患は肺炎が2例,急 性気管支炎が5例,基

礎疾患 を伴 った気管支 炎が5例 であった。

喀出疾 より推定起炎菌 が 同定 されたのは2例 で,B.

catarrhalis, H.influenzae各1例 であった。

患者の年齢 は17歳 か ら74歳 までで,平 均56.3歳

であ り,性 別 は男性15名,女 性9名 であ った。

T-2588の 投与量は1日100mg×2回 が1例,100mg



VOL. 34 S-2 CHEMOTHERAPY 503



504 CHEMOTHERAPY APR. 1996



VOL. 34 S-2 CHEMOTHERAPY 505

×3回 が19例,100mg×4回 が3例 。200mg×3回 が

1例 であ り,投 与 日教 は5日 か ら15日 であった。また

投与方法は,食 後投与 とした。

効果判定 は細菌学的効果,胸 部 レ線 発熱,咳 嗽,喀

疾,血 沈.CRP等の 自他覚的所見お よび 臨床検査値 よ

り,著 効,有 効,や や有効お よび無効の4段 階 で行 なっ

た。なお試験期間 中は臨床症状に注意す るとともに可能

な限 り本剤投与前後 で臨床検査を実施 し,副 作用 の発現

に注意 した。

II. 成 績

呼吸器感染症24例 に対す る臨床効果は著効1例,有

効16例,や や 有 効4例,無 効3例 で 有効率(有 効以

上)は70.8%で あ った(Table1)。 無効の3例 はいず

れも基礎疾患 を伴 った気管支 炎で,2例 は基礎疾者 が慢

性気管支炎であ り,も う1例 は陳旧性 肺結核を基礎疾患

とし,B.cafarrhalisが 認め られた症例 であ った。

疾患別の臨床効果は肺炎では4例 中有効3例 で有効率

75%,急 性気管支炎 では8例 中著効1例,有 効7例 で有

効率100%,基 礎疾患 を伴 った気管支 炎では12例 中有

効6例 で有効 率50%で あ った。慢性気管支炎 では4例

中有効1例,気 管支拡張症 では2例 中有効1例,気 管支

喘息の1例 はやや有効,肺 気腫では2例 中有効2例,陳

旧性肺結核の1例 は無効,気 管支 拡張症 と陳 旧性肺結核

の合併例お よび塵肺症 と陳 旧性肺結核 の合併 例はいずれ

も有効 であった。

剤型別臨床効果 はカプセル投与例では有効 が8例,や

や有効が3例,無 効 が1例 で有効率が66.7%,錠 剤投

与例では著効が1例,有 効が8例,や や有効 が1例,無

効が2例 で,有 効 率が75%で あ った。

細菌学的効果を検討 出来た のは2例 で,肺 炎 のH.in-

fluenzaeは 消失 した が,基 礎疾患を 伴った 気管支炎 の

B.catarrhalisは 消失 しなか った。

本剤に起因す ると思われ る副作用は1例 も認め られ な

かったが,臨 床検査値異常 として症例9に 好酸球増多,

症例17にGOT,LDHの 上昇,症 例23にGPTの

上昇,ま た症例4に 血 色素量 の減少が認め られ たがrこ

れらの変動はいずれ も軽 度なものであ った(Table2)。

なお追跡 できた2症 例はいずれ も投与終了後,速 やか に

正常化 した。

III. 考 察

T-2588は セ フェム系抗生剤 としては初めてのプ ロ ド

ラッグ体 であ り,小 腸 より吸収 され,体 内で 活性体 の

T-2525と して抗菌活 性を表わす。 本剤 はグラム陽性お

よび陰性菌 に対 し広範囲の 抗菌 スベ クトルを 有 し,S

pneumoniae, E.coli, Citrobacter, Enterobacter, Indo-

le(+) Proteus, Serratia. H.influenzaeな どに 強い抗

菌 力を 示す。特にSPmmonio6お よびHi"f7mmo9

に対す る抗菌力が優れてお り,従 来 の多 くのセフェ ム系

経 口抗生物 質のMICeoが それ ぞれ0,89μg/ml,1.56

μg/ml以 上 な の に比 べ,本 剤 のMIC80は そ れ ぞ れ

o、025μg/ml, 0,05μg/ml以 下であ り,15～30倍 強 力

であ る1)。1また吸収 され なか ったT。2588はT-2525ま

たはT-2525Aと な り糞中に排泄,ま た一部 は β-lac-

tamaseに 分解 され るもの と推測 されてい る1)。

今回,著 者 らは,肺 炎4例,急 性気管支炎8例,基 礎

疾息を伴った気管支炎12例 にT-2588を1日200～600

mg5～15日 間投与 し,著 効1例,有 効16例,や や有

効4例,無 効3例 で,有 効率70.8%の 臨床成績 を 得

た。また肺炎,急 性気管支炎お よび基礎疾患を伴った気

管支炎におけ る有効率 はそれ ぞ れ75%,100%,50%

であ った。

無効 の3例 はいずれ も基礎疾患 を伴 った反復性の気管

支炎 であ り,症 例5は 慢性気管支 炎を基礎疾患 とす る中

等症 の感染症で1日 投与量が300mgで あ り,症 例19

は陳旧性肺結核 を基礎疾患 とす る中等症 の感染症で推定

起炎菌 がB.catarrhalis,1日 投与量が200mgで あっ

た。 また症例21は 慢性気管支炎を基礎疾患 とす る重症

の感染症 であ った。

これ ら基礎疾患を伴 った反復性の気管支炎 に対す る効

果には基礎疾患の程度,起 炎菌 の種類,薬 剤用量お よび

薬剤 の気道へ の移行性 な どが影響 してい る。今回 の慢性

反 復性気管支炎におけ る有効率 は50%と い くぶ ん 低

く,ま た無効 の3例 がいずれ も慢性反復性気管支炎 であ

ったこ との背景にはこれ らのことが関係 していると思わ

れ る。今回 の試験では外来症例が多か ったため推定起炎

菌 を分離 同定 できた例 が少 な く,ま た薬剤 の気道移行性

につ いても検討 していないため十分な検討 は出来 ない。

しか し,投 与量か らみ る と無効例 の 投与 量が1日200

mg1例,300mg2例 であ り,300mg投 与8例 の有

効率が37.5%で あ ったのに対 し,400～600mg投 与例

3例 の有効率 が100%で あったこ とは,基 礎疾患 を伴 っ

た反復 性気管支炎 におけ る至適投与量 が400～600mg

にあ るこ とを推測 させ る。今回 の症例 において も投与量

を増やす こ とによって,有 効率がさらに高 くな ると考え

られ る。

なお,剤 型別有効率は カプセル投与例 で66.7%,錠

剤投与 例で75%で あ った。急性気管支炎の症例が錠剤

例に多か った こ とを考慮に入れる と,両 剤型 の有効性に

差はないもの乏 思われ る。

今回,本 剤 によ り1例 に好酸 球増多,1例 にGOT,

LDHの 上昇,1例 にGPTの 上昇お よび1例 に血色素

量 の減少が認 め られたが,臨 床症状を伴った副作用 は1
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例 も認め られなか った。 この臨床検査値 員常 も軽度 なも

のであ り,本 剤は副作用 の少 ない薬剤である といえ る。

現在,経 口抗生剤の対象 となる呼吸器感染症 は軽症か

ら中等症 の外来治療例 が多 く,起 炎菌が同定され ないこ

とが多 い。 この場合,一 般的 には推定起炎薗 を経験等 に

より推定 し,適 当な抗生物質 を選択 して投与す るこ とが

多い。通常呼吸器感染症においては肺炎 と気管支 炎の比

率は大略1:2で あ り2,,圧 倒的 に気管支 炎が多 い。 外

来で見 るようなcemmunity acquired infectionで は,

肺炎の起炎菌 は大部分S.pneumoniaeで あ り,気 管支炎

はH.influenzaeで あ る。このため,経 口抗生剤 として

は,H.inflscenzaeお よびS.pneumoniaeに 強力な抗菌

力を有す ると共に,広 範囲 な抗菌 スペ ク トルを有 し,消

化 器症状 などの副作用 の少 ない薬剤が呼吸器感染症の臨

床にHま れ る。 この ような観点か ら,T-2588は 呼吸器

感染症のfirst choiceの 薬剤 とな りうると考えられ る。

本請文のデーター分析は石橘凡雄が担 当した。
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Clinical effects and usefulness of a new oral antimicrobial agent, T-2588, on respiratory tract 
infection were investigated. 

The clinical effects on 24 cases were excellent in one, good in 16, fair in 4 and poor in 3 cases, 
and the effectiveness rate was 70.8%. 

Clinical effects in capsule (12 cases) and tablet (12 cases) were almost equivalent. 
No side effects were observed. 
On the laboratory findings, there were slight elevations of GOT and LDH in one, GPT in one, 

eosinophilia in one, and slight decrease of hemoglobin in one case.


